
厚生・文教常任委員会協議会 

 

 

１ 日 時  平成３０年５月１６日（水） 

午後３時２８分～午後４時９分 

２ 場 所  第２委員会室 

３ 出席議員 （委員長）鬼頭博和、（副委員長）鈴木麻住、 

木村冬樹、堀 巌、宮川 隆、関戸郁文、伊藤隆信 

４ 説明員  市民部長 中村定秋、福祉部長 山北由美子、教育こども未来部

長 長谷川忍、長寿介護課長 原咲子、同統括主査 高橋善美、

同統括主査 丹羽真伸、健康課長 長瀬信子、福祉課長 富邦也、

同主幹 田島勝己、同統括主査 大島富美 

５ 事務局出席者 議会事務局統括主査 寺澤顕 

６ 委員長あいさつ 

７ 報告事項 

（１）岩倉市国民健康保険税条例の一部改正（案）について 

市民窓口課長：資料に基づいて説明 

【質疑】 

関戸委員：賦課限度額の平成３０年度状況はわかるか。近隣市など。 

市民窓口課長：一宮市は８９万円、近隣では江南市、小牧市、稲沢市については

９３万円に上げていく予定であると聞いている。 

市民部長：愛知県の３８市の状況は、今年度中に９３万円にするところは２８市

だが、これから議案を出す所もあるので６月以降のことは申し上げにくい。す

でに変えているのが１８市、残り１０市が上程される予定。 

堀委員：すでに変えているところは何月いっぱいか 

市民部長：２月議会のところが１件、名古屋市で国民健康保険税ではなくて国民

健康保険料ということでそちらの方が早く改正されるというので９月に出来

た。後は３月議会最終日がある。専決処分のところもある。４月、５月の臨時

会というところもある。 

木村委員：賦課限度額の見直しについて具体的な数値の資料を定例会時にお願

いしたい。５割２割軽減の拡大の関係で、１３３万円の影響額の分は、どこか

から補填されるのか。 

市民窓口課長：賦課限度額の見直しについては資料を示す。軽減部分は、４分の

３が県から補填、４分の１は市の一般会計である。 

堀委員：７割軽減の対象者は。 

市民窓口課長：所得で３３万円以下、収入で９８万円以下の方である。 



（２）その他 

市民部長：パッカー車による、北名古屋市のアイホクのホワイトプラントでの３

月８日発生した事故の報告。相手方施設に擦ってしまい、看板と外壁に損傷を

与えた。早ければ６月議会で報告。トタンの形状が古くてなかなか直せる業者

がいないため、施工が８～９月頃になるかもしれないので、６月に報告できな

いかもしれない。９月にも報告できないかもしれない。協議会で報告したい。

パッカー車は少し塗装がはげた程度。 

【質疑】 

宮川委員：事故を起こしたのは市か委託業者か。 

市民部長：市のパッカー車で、市の職員が運転。市の清掃車がプラスチックを積

んでホワイトプラントに搬入したとき。 

 

８ その他 

木村委員：公立保育園適正化配置方針の懇話会の３回目、４回目議事録はいつ頃

出来上がるか。 

教育部長：委員長、副委員長が確認している段階と思う。２２日の公共施設再配

置検討協議会において議題になる。 

堀委員：資料はどのような資料か。 

教育部長：既に渡している。ポスティングしたもの、全協で渡したもの、アンケ

ートの集計したものの３点。 

 

鬼頭委員長：政策提言について。配布資料１～５は去年、実施した内容の説明。

６からは私が考えたことと、これまで取り組んできた内容。これ以外で何かあ

るか。手話言語条例に関しては視察に行って、木村委員が一般質問して、手話

通訳者に入っていただいたという事で、今年度はもう少し深くやりたいと思

っている 

鈴木副委員長：最終的には条例を制定するところまでか。 

鬼頭委員長：愛知県の市町村ではまだひとつもない。 

木村委員：県が条例制定しているだけだね。いろいろ勉強するのは大切なことな

ので入れていいと思う。この中で具体化される予算はどういう扱いをするの

か。健康（幸）都市宣言や学校業務改善プラン。一応岩倉市も整備されたが。 

鬼頭委員長：十分ではない。タイムカードをつけたり。それから、健康（幸）都

市宣言は今年度中にされると思う。健康（幸）都市宣言をした後に具体化でき

るか。今考えているのが、歯と口腔の健康づくり推進条例。これは愛知県の中

１０くらい市町がすでに制定をしていて、比較的やりやすいのではないかと

いう感じはある。 



堀委員：最終的には条例制定も大切であるが、市民との意見交換も大切である。

例えば、学校教育改善プランだと現場の学校の先生達に委員会等で意見をも

らう。 

鬼頭委員長：学校の先生も忙しいが、そういう機会が持てるといい。 

木村委員：これは、行政視察もこの中から選定するということか。 

鬼頭委員長：これは個人的に書いたものなので、みなさんの意見を聞きながら考

えていきたい。 

鈴木副委員長：学童保育と意見交換会をやってみるのもいいかもしれない。新し

くできた五条川小学校や、東小学校、南小学校は使い勝手が悪い。トイレは外

にいかないといけないとか。 

木村委員：学童保育の父母の会というのがある。アンケートも良い 

鬼頭委員長：一度、打診して出来るかどうか確認する。 

木村委員：なかなか視察の対象、こういうのが見たいというのはあるが実施して

いる自治体がどれだけあるかどうか。５の総合事業の関係だけではなく、介護

保険の全体の事で、サービスをどれだけ各自治体でやっているか気になる。岩

倉市も２４時間型、認知症対応型のデイサービス、そういうことも含めてすで

に実施しているところを見に行きたい。総合事業と一緒に。 

鬼頭委員長：１０個挙げてあるので、何か他に付け加えることがあればご意見い

ただきたい。また６月に協議会を開く。 

 

鬼頭委員長：議会報告会について、本委員会では、エアコン、保育園待機児童、

送迎ステーション、第７期介護保険計画の概要、以上４つをテーマとし、５分

程度で説明する。資料を作成しておく。 


